
日本産酒類の競争力強化・海外展開推進事業 【計１７．８億円（元年度：２．５億円）】

日本産酒類の更なる輸出拡大に向け、販路開拓支援、国際的プロモーションを強化。
更に、新規にブランド化や酒蔵ツーリズムを推進するほか、酒類総合研究所による技術支援を拡充。
また、国税庁酒税課に輸出促進室を新設。

※ ☆印は、新規施策

（注）この他に令和２年度予算において、以下を計上。
・ 酒類総合研究所に対する運営費交付金【９．５億円】（品質劣化防止や熟成による品質変化等の調査研究等）
・ 日本酒造組合中央会の國酒振興事業に対する補助金【６．０億円】（海外展示会出展、国際空港での試飲・販売、全国・地域イベント等）

○ ジャパンハウス等を活用した日本産酒類のＰＲ
○ 海外の酒類専門家の招聘（酒蔵視察、レクチャー）
○ 沖縄振興の観点から、泡盛のプロモーション
○ 国際的イベントにおいて、日本産酒類ＰＲブースを設置

☆ 酒蔵ツーリズム推進モデル地域を選定し、モデル事例の
構築を支援

☆ 海外でのブランド化に向けた取組（戦略構築、新商品
開発、販路開拓等）を選定し、モデル事例の構築を支援
○ 地理的表示（ＧⅠ）のシンポジウムを実施

販路開拓支援

国際的プロモーション

酒蔵ツーリズムの推進

日本産酒類ブランド化推進

○ 海外大規模展示会においてジャパンブースを設置
○ 海外商談会、海外バイヤーの招聘
☆ 海外にコーディネーターを設置し、新規取扱事業者等を開拓
☆ 海外の日本産酒類非取扱事業者に対して、セミナーを実施
☆ 関係機関と連携し、輸出商社・卸と酒類製造者のマッチング
等を支援
☆ 主要国の市場調査（嗜好、価格、規制、品質管理等）

日本産酒類ブランド化推進（技術支援）

☆ ブランド化に資する研究開発（酒類総合研究所）
・ 日本酒、日本ワインにおけるテロワールの活用
・ 日本の焼酎、クラフトジン、ウイスキーの品質上の強み

② 令和元年度補正予算 【４．７億円】

① 令和2年度予算 【１３．１億円 】
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